
　ガンバ大阪がＡＦＣチャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）2008の決勝進出を果たし、昨年の浦和レッズに続くＪクラブのＡＣＬ2連覇を目
指す。ＡＣＬ史上初の日本勢対決となったＧ大阪と浦和の準決勝は10月8日に第1戦が行われ、1－1の引き分け。同22日の第2戦に
3－1の勝利を収めたＧ大阪が対戦成績を1勝1分とし、初の決勝進出を成し遂げた。共に初めての決勝を戦うアデレード・ユナイテ
ッド（オーストラリア）とのホーム＆アウェイによる対決は、11月5、12日に予定されている。優勝チームはＡＦＣ（アジアサッカー連盟）
を代表して、12月に日本で開催されるTOYOTAプレゼンツＦＩＦＡクラブワールドカップ ジャパン 2008に出場する。

Ｇ大阪が初のＡＣＬ決勝進出を果たす
Ｊクラブの連覇、TOYOTAプレゼンツＦＩＦＡクラブワールドカップ ジャパン 2008出場権獲得を目指す

初のＡＣＬ決勝進出を決めた準決勝第2戦後、ファン・サポーターと喜びを分かち合うＧ大阪の選手たち
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アジアの優秀な選手のＪリーグでプレーする機会がさら
に広がる。写真はヴィッセル神戸の韓国人選手、金南一

準決勝第2戦、Ｇ大阪の山口（右端）がヘディングシュートを決める

鬼武チェアマンからJリーグ杯を授けられたキャプテンの佐藤

　鹿島アントラーズ、ガンバ大阪、そしてディフ
ェンディング・チャンピオンの浦和レッズという3
つのＪクラブが、準々決勝に出場したＡＦＣチ
ャンピオンズリーグ（ＡＣＬ）2008。鹿島はアデ
レード・ユナイテッド（オーストラリア）に惜敗した

が、Ｇ大阪と浦和は勝ち抜いて準決勝で対決
した。
　Ｇ大阪のホーム、万博記念競技場で行われ
た第1戦は、浦和がMF細貝萌のゴールで22
分に先制。後半はＧ大阪が主導権を握り、81

分にMF遠藤保
仁がPKを決め
て同点に追い
ついた。
　埼玉スタジア
ム2002へ舞台
を移した第2戦
は、ホームの浦
和が 3 6 分 に
FW高原直泰の
得点でリードし、
この時点で2試
合合計スコアを
2－1とし優位に
立った。だが、Ｇ

大阪は後半、得意とするリスタートのプレーを
生かし、遠藤の右CKから51分にDF山口智、
72分にMF明神智和が決めて逆転。76分に
は見事なパスワークから、遠藤がダメを押した。
　対戦成績を1勝1分、2試合合計スコアを4
－2として準決勝を突破したＧ大阪が、決勝で
対戦するのはアデレード・ユナイテッド。11月5
日の第1戦は、Ｇ大阪のホームゲームとなる。
西野朗監督は「ここまで来れば、日本の代表と
して（優勝）カップを持ち帰らなければいけな
い」と、初優勝、そしてＪクラブとしての2連覇
に向けた抱負を語った。
　アジアのクラブ王座を決める大会がＡＣＬと
改称した2002年以来、日本のチームはしばら
くグループステージ敗退が続いたが、昨年、今
年と出場したチームがすべて準々決勝に進
出。日本サッカー協会との協力によって昨年か
ら始まり、アウェイゲームの支援などを目的とし
た「ＡＣＬサポートプロジェクト」の成果が実った
快挙ともいえるだろう。

　Ｊリーグは10月18、19日の2日間にわたっ
て、Ｊリーグ準加盟を目指すクラブの関係者
を対象とする「Ｊリーグセミナー」を開催した。
このセミナーは、日本サッカー協会とＪリーグ
が2006年3月から募集を開始した「Ｊリーグ
準加盟クラブ」への申請を予定しているクラ
ブ関係者を対象に、ホームタウンのあり方、プ

ロサッカークラブの経営、事業関連などの情
報をＪリーグから提供し、より良い準備に役立
ててもらうために企画したもの。
　Ｊリーグの鬼武健二チェアマンの「47都道
府県に広く、たくさんのクラブができることを期
待している。その中から世界に届くようなクラ
ブをつくりたい」といった基調講演で始まった

セミナーでは、「サッカークラブの財務」「マー
チャンダイジング／プロパティ」「スポンサーシ
ップ」など、各分野に精通した講師が具体的
な内容に及ぶ講演を実施。翌日はアルビレッ
クス新潟の中野幸夫 代表取締役社長による
「アルビレックス新潟の歩み」と題する特別講
演も行われた。

　Ｊリーグは10月7、8日の2日間にわたり、静
岡県磐田市において「Ｊリーグホームタウン
会議」を開催した。Ｊクラブのホームタウン担
当者が一堂に会し、ホームタウン活動につい
ての話し合いを行う会議は今回、芝生化につ
いての事例を実際に視察し考察を深める目的
もあり、小中学校校庭の芝生化へ積極的に
取り組む磐田市での開催となった。

　1日目のプレゼンテーションでは、磐田市が
主導する芝生化の意義について、同市生活
文化部スポーツまちづくり推進課の永田幸義
課長が説明。同市から芝生の整備を委託され
ている磐田市振興公社体育振興課の神谷
信行主任技師は、芝生化の手法などについ
ての詳細な解説を行った。
　翌日は参加者全員が、市内の小中学校を

視察。校長や教頭などから実際の芝生の維
持管理、効用などについての話を聞き、参加
者は地域ぐるみで芝生への愛着、重要性が
高まっていることを実感した。参加者による熱
心な質問も目立ち、それぞれのホームタウンで
今回の会議や視察で得た知識、情報を生か
しながら、芝生化の推進に貢献することが期
待される。

Ｊクラブが2年連続のＡＣＬ決勝進出大会
Ｇ大阪がＡＣＬ初優勝をかけて、アデレード・ユナイテッドと対決

　Ｊ1リーグ戦の首位争いが激化してい
る終盤戦だが、Ｊ2リーグ戦ではサンフレ
ッチェ広島が早 と々優勝を決めた。
　開幕以来、一度も首位の座を明け渡す
ことなく、まさに独走といえる好調を維持し
た広島は、まず9月23日の第37節、愛媛
ＦＣをホームで4－1と下し、Ｊ1への昇格
条件の一つとなる2位以内を確定。続く
同28日の第38節、アウェイでセレッソ大
阪を3－2と破り、Ｊ2の優勝が決まった。

2004シーズンの川崎フロンターレが10
月2日にＪ2優勝を決めているが、それを
更新する最も早い時期の決定となった。
　チームを優勝に導いたペトロヴィッチ
監督は「選手同様にうれしい。このチーム
の監督であること、選手たちを誇りに思
う」と喜びのコメント。Ｊリーグの鬼武健
二チェアマンも「来年はサッカー王国の
サンフレッチェ広島の復活を、Ｊ1の舞台
で示してほしい」と期待を述べた。

広島がＪ2リーグ戦優勝大会
史上最速の決定。Ｊ1リーグ戦への昇格条件の一つをクリア

• 現行の日本サッカー協会（以下、ＪＦＡ）のプロ契約制度（Ａ契約25名枠と外国籍選手登録5名枠および、ＪＦＡ基本
規程69条※に定める事項）は維持する。 
• アジア枠の選手は、外国籍選手と同時に出場することを可能とする。 
• アジア枠の運用とＣ契約の外国籍選手、20歳未満の外国籍選手の運用については、クラブにより選択可能とする。 
• ＪＦＡ基本規程69条※に該当する選手については外国籍扱いとならないため、上記表には含めず。
　※ＪＦＡ基本規程69条〔外国籍扱いしない選手〕／参考資料：「プロサッカー選手に関する契約・登録・移籍について」

　Ｊリーグは、Ｊリーグ法務委員会委員に日比谷パーク
法律事務所 弁護士の野宮 拓（のみや たく）氏を選任し
た。なお、Ｊリーグ法務委員会委員長および委員は以下
のとおり。

専門委員会委員選任について　
　Ｊリーグは10月21日に開催された理事会において、元Jリーグ選手の秋田豊氏、名
良橋晃氏、黒崎久志氏および山口素弘氏に対し功労選手賞を表彰することを決定し
た。表彰式は、12月22日に開催される2008 Jリーグアウォーズの中で実施される。

功労選手賞について

1. 秋田 豊（あきた ゆたか）1970年8月6日生（満38歳）出生地：愛知県 ポジション：DF
（所属クラブ）1993～2003年 鹿島アントラーズ、2004～06年 名古屋グランパスエイト、2007年 京

都サンガＦ.C.

２．名良橋 晃（ならはし あきら）1971年11月26日生（満36歳）出生地：千葉県 ポジション：DF
（所属クラブ）1992～93年 フジタサッカークラブ、1993～96年 ベルマーレ平塚、1997～2006年 

鹿島アントラーズ、2007年 湘南ベルマーレ

3. 黒崎 久志（くろさき ひさし）1968年5月8日生（満40歳）出生地：栃木県 ポジション：FW
（所属クラブ）1987～92年 本田技研、1992～97年 鹿島アントラーズ、1998～99年 京都パープル

サンガ、2000年 ヴィッセル神戸、200１年 アルビレックス新潟、2002～03年 大宮ア
ルディージャ

4．山口 素弘（やまぐち もとひろ）1969年1月29日生（満39歳）出生地：群馬県 ポジション：MF
（所属クラブ）1990～92年 全日空サッカークラブ、1992～98年 横浜フリューゲルス、1999～2002年 

名古屋グランパスエイト、2003～05年 アルビレックス新潟、2005～07年 横浜ＦＣ

氏名

池田　正利
小竹　伸幸

田川　貴浩
野宮　拓※

委員長

委　員

池田法律事務所 弁護士

（株）博報堂ＤＹホールディングスグループ
法務室長 兼 （株）博報堂法務室長

田川綜合法律事務所 弁護士

日比谷パーク法律事務所 弁護士

所属

＊敬称略／五十音順、 ※＝新任

選手種類 現行 導入後 備考

プロＡ選手
外国籍選手
アジア枠
プロＣの外国籍選手、
20歳未満の外国籍選手

25名には外国籍選手、アジア枠選手を含む。25
3
－

2

25
3

1*＋1
or
0＋2

出場可能数 3 3＋1*

最大在籍数 5 5

Ｊリーグ準加盟を目指すクラブ向け「Ｊリーグセミナー」準加盟
クラブ経営にかかわる実践的な内容についての講演などが行われる

Ｊリーグホームタウン会議を開催地域密着

静岡県磐田市における小中学校校庭の芝生化の取り組みも視察

　Ｊリーグは、Ｊリーグのゲームレベルの向
上、アジア地域における新たな事業的可能性
の開拓、そしてアジアサッカー連盟（ＡＦＣ）加
盟国、アジア地域との国際交流、貢献の推進
を目的として、現行の外国籍選手在籍、出場
枠の3人枠に加え、新たにＡＦＣ加盟国選手1
名の登録枠（以下、アジア枠）を創設した。

　現在、プロA契約を締結した外国籍選手
は、1チームに3名（「3名枠」）まで保有できる
ことになっているが、この枠の中にはＡＦＣ加
盟国の出身選手も含まれている。新たなアジ
ア枠は、従来の3名枠と同時に試合へ出場す
ることを可能にする。例えば、3名のブラジル
人選手と1名の韓国人選手が、同時にピッチ

に立つことができるわけだ。
　これによって、アジア諸国の優秀な選手た
ちがＪリーグでプレーする道が広がり、リーグ戦
のレベルアップが期待できる。また、彼らの出
身国において、Ｊリーグへの関心が高まるこ
とも見込まれる。アジア全体の人的交流、サッ
カーを通じた国際交流の活性化につながるア
ジア枠の創設は、画期的なステップといえるだ
ろう。なお、アジア枠の適用は来季、2009シ
ーズンからの予定。

ＡＦＣ加盟国選手の選手登録枠（アジア枠）を創設選手登録

現行の外国籍選手在籍、出場枠に加えて新たに。適用は2009シーズン以降

プロＣもしくは20歳未満の外国籍選手については、
ＡＦＣ加盟国、その他の国の選手にかかわらず、最大
2名まで登録可能。

＊＝アジア枠数

アジア枠導入後の登録数について

「百年旅行～明日へ紡ぐメッセージ」好評放映中
　豊かなスポーツ文化の醸成という壮大なプロジェクトを担うさまざ
まな人 を々通し、「Ｊリーグ百年構想」のメッセージを伝える。
■放送局 ： BS日テレ ■放送時間 ： 毎週金曜日 22:30～23:00

トピックス（9月16日～10月22日）
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同28日の第38節、アウェイでセレッソ大
阪を3－2と破り、Ｊ2の優勝が決まった。

2004シーズンの川崎フロンターレが10
月2日にＪ2優勝を決めているが、それを
更新する最も早い時期の決定となった。
　チームを優勝に導いたペトロヴィッチ
監督は「選手同様にうれしい。このチーム
の監督であること、選手たちを誇りに思
う」と喜びのコメント。Ｊリーグの鬼武健
二チェアマンも「来年はサッカー王国の
サンフレッチェ広島の復活を、Ｊ1の舞台
で示してほしい」と期待を述べた。

広島がＪ2リーグ戦優勝大会
史上最速の決定。Ｊ1リーグ戦への昇格条件の一つをクリア

• 現行の日本サッカー協会（以下、ＪＦＡ）のプロ契約制度（Ａ契約25名枠と外国籍選手登録5名枠および、ＪＦＡ基本
規程69条※に定める事項）は維持する。 

• アジア枠の選手は、外国籍選手と同時に出場することを可能とする。 
• アジア枠の運用とＣ契約の外国籍選手、20歳未満の外国籍選手の運用については、クラブにより選択可能とする。 
• ＪＦＡ基本規程69条※に該当する選手については外国籍扱いとならないため、上記表には含めず。
　※ＪＦＡ基本規程69条〔外国籍扱いしない選手〕／参考資料：「プロサッカー選手に関する契約・登録・移籍について」

　Ｊリーグは、Ｊリーグ法務委員会委員に日比谷パーク
法律事務所 弁護士の野宮 拓（のみや たく）氏を選任し
た。なお、Ｊリーグ法務委員会委員長および委員は以下
のとおり。

専門委員会委員選任について　
　Ｊリーグは10月21日に開催された理事会において、元Jリーグ選手の秋田豊氏、名
良橋晃氏、黒崎久志氏および山口素弘氏に対し功労選手賞を表彰することを決定し
た。表彰式は、12月22日に開催される2008 Jリーグアウォーズの中で実施される。

功労選手賞について

1. 秋田 豊（あきた ゆたか）1970年8月6日生（満38歳）出生地：愛知県 ポジション：DF
（所属クラブ）1993～2003年 鹿島アントラーズ、2004～06年 名古屋グランパスエイト、2007年 京

都サンガＦ.C.

２．名良橋 晃（ならはし あきら）1971年11月26日生（満36歳）出生地：千葉県 ポジション：DF
（所属クラブ）1992～93年 フジタサッカークラブ、1993～96年 ベルマーレ平塚、1997～2006年 

鹿島アントラーズ、2007年 湘南ベルマーレ

3. 黒崎 久志（くろさき ひさし）1968年5月8日生（満40歳）出生地：栃木県 ポジション：FW
（所属クラブ）1987～92年 本田技研、1992～97年 鹿島アントラーズ、1998～99年 京都パープル

サンガ、2000年 ヴィッセル神戸、200１年 アルビレックス新潟、2002～03年 大宮ア
ルディージャ

4．山口 素弘（やまぐち もとひろ）1969年1月29日生（満39歳）出生地：群馬県 ポジション：MF
（所属クラブ）1990～92年 全日空サッカークラブ、1992～98年 横浜フリューゲルス、1999～2002年 

名古屋グランパスエイト、2003～05年 アルビレックス新潟、2005～07年 横浜ＦＣ

氏名

池田　正利
小竹　伸幸

田川　貴浩
野宮　拓※

委員長

委　員

池田法律事務所 弁護士

（株）博報堂ＤＹホールディングスグループ
法務室長 兼 （株）博報堂法務室長

田川綜合法律事務所 弁護士

日比谷パーク法律事務所 弁護士

所属

＊敬称略／五十音順、 ※＝新任

選手種類 現行 導入後 備考

プロＡ選手
外国籍選手
アジア枠
プロＣの外国籍選手、
20歳未満の外国籍選手

25名には外国籍選手、アジア枠選手を含む。25
3
－

2

25
3

1*＋1
or
0＋2

出場可能数 3 3＋1*

最大在籍数 5 5

Ｊリーグ準加盟を目指すクラブ向け「Ｊリーグセミナー」準加盟
クラブ経営にかかわる実践的な内容についての講演などが行われる

Ｊリーグホームタウン会議を開催地域密着

静岡県磐田市における小中学校校庭の芝生化の取り組みも視察

　Ｊリーグは、Ｊリーグのゲームレベルの向
上、アジア地域における新たな事業的可能性
の開拓、そしてアジアサッカー連盟（ＡＦＣ）加
盟国、アジア地域との国際交流、貢献の推進
を目的として、現行の外国籍選手在籍、出場
枠の3人枠に加え、新たにＡＦＣ加盟国選手1
名の登録枠（以下、アジア枠）を創設した。

　現在、プロA契約を締結した外国籍選手
は、1チームに3名（「3名枠」）まで保有できる
ことになっているが、この枠の中にはＡＦＣ加
盟国の出身選手も含まれている。新たなアジ
ア枠は、従来の3名枠と同時に試合へ出場す
ることを可能にする。例えば、3名のブラジル
人選手と1名の韓国人選手が、同時にピッチ

に立つことができるわけだ。
　これによって、アジア諸国の優秀な選手た
ちがＪリーグでプレーする道が広がり、リーグ戦
のレベルアップが期待できる。また、彼らの出
身国において、Ｊリーグへの関心が高まるこ
とも見込まれる。アジア全体の人的交流、サッ
カーを通じた国際交流の活性化につながるア
ジア枠の創設は、画期的なステップといえるだ
ろう。なお、アジア枠の適用は来季、2009シ
ーズンからの予定。

ＡＦＣ加盟国選手の選手登録枠（アジア枠）を創設選手登録

現行の外国籍選手在籍、出場枠に加えて新たに。適用は2009シーズン以降

プロＣもしくは20歳未満の外国籍選手については、
ＡＦＣ加盟国、その他の国の選手にかかわらず、最大
2名まで登録可能。

＊＝アジア枠数

アジア枠導入後の登録数について

「百年旅行～明日へ紡ぐメッセージ」好評放映中
　豊かなスポーツ文化の醸成という壮大なプロジェクトを担うさまざ
まな人 を々通し、「Ｊリーグ百年構想」のメッセージを伝える。
■放送局 ： BS日テレ ■放送時間 ： 毎週金曜日 22:30～23:00

トピックス（9月16日～10月22日）
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